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文
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西
井
弥
生
子

〔
凡
例
〕

・
旧
字
は
新
字
に
適
宜
改
め
た
。

・『
菊
池
寛
全
集
』
全
二
四
巻
（
高
松
市
菊
池
寛
記
念
館
）
お
よ
び
『
菊

池
寛
全
集
』
補
巻
一
～
五
巻
（
武
蔵
野
書
房
）
未
収
録
文
章
を
発
表
年

代
順
に
収
め
た
。

・
他
に
、
八
段
土
居
市
太
郎
、
八
段
木
村
義
雄
、
六
段
萩
原
淳
、
佐
佐
木

茂
索
、
十
一
谷
義
三
郎
、
近
藤
経
一
、
菊
池
寛
「
銷
夏
座
談
会　

将
棋
」

（『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
八
・
八
、一
六
九
～
一
七
九
頁
）、「
菊
池
寛
の
対

局
譜
／
昭
和
六
年
一
月　

於　

文
藝
春
秋
倶
楽
部
」（
越
智
信
義
『
将

棋
の
博
物
誌
』
一
九
九
五
・一
〇
・
三
一
、
三
一
書
房
、
二
六
二
頁　

※
萩

原
淳
と
の
対
局
譜
）、「
文
豪
、
将
棋
を
語
る　

菊
池
寛
氏
、
木
村
名
人
、

金
子
八
段	

鼎
談
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
四
〇
・一
二
、三
～
一
〇
頁
）、「
玄

人
と
素
人
熱
戦
譜
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
四
一・
六
、三
～
一
〇
頁
）
が

あ
る
が
、
対
象
外
と
し
た
。																	

菊
池
寛
氏
談
「
金
子
氏
の
成
績
、
全
く
驚
異
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、

一
九
二
九
・
一
〇
・
二
九
、二
面
）

金
子
七
段
が
棋
界
の
逸
材
で
あ
り
、
そ
の
棋
風
名
人
の
風
格
あ
り
と
い
ふ

こ
と
は
予
て
承
知
し
て
ゐ
た
が
、
今
回
の
如
く
八
段
を
三
人
ま
で
も
連
続

薙
ぎ
倒
さ
う
と
は
、
八
段
同
志マ

マ

の
間
に
お
い
て
も
前
例
の
な
い
こ
と
で
、

全
く
驚
異
的
成
績
で
あ
る
。
木
村
八
段
と
の
対
局
は
さ
ぞ
見
物
だ
ら
う
、

自
分
は
是
非
見
て
書
い
て
み
た
い
と
思
ふ

菊
池
「
昇
段
規
定
無
し
の
手
合
」（「
将
棋
」『
文
藝
春
秋
』

一
九
三
四
・
一
二
、一
三
一
頁
）

　

萩
原
七
段
が
、
僕
の
所
へ
来
て
、（
今
年
は
成
績
が
い
ゝ
か
ら
八
段
に

な
れ
る
か
も
知
れ
ん
）
と
、
欣
ん
で
ゐ
た
が
十
月
に
な
つ
て
急
に
、（
今

年
は
規
定
が
変
つ
て
二
年
制
に
な
つ
た
か
ら
、
ど
ん
な
に
成
績
が
よ
く
つ

て
も
な
れ
ん
）
と
云
つ
て
し
よ
げ
て
ゐ
た
。（
そ
ん
な
ら
、
今
年
の
規
定

は
い
つ
定
ま
つ
た
ん
だ
？
）
と
云
つ
て
訊
い
た
ら
、（
今
年
の
初
か
ら
、

秋
に
な
つ
た
ら
変
へ
る
と
云
ふ
話
で
あ
つ
た
）
と
云
ふ
。
ぢ
や
つ
ま
り
去

年
の
規
定
は
、
今
年
の
初
で
効
力
を
無
く
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

で
見
る
と
、
将
棋
連
盟
の
人
達
は
、
今
年
の
初
か
ら
十
月
の
初
ま
で
、
昇

段
規
定
な
し
に
、
将
棋
を
指
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
し
、
九
月
ま
で

去
年
の
規
定
が
効
力
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
萩
原
の
成
績
は
、
そ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
て
も
い
ゝ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
萩
原
の
九
月
ま
で
の
成
績
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が
、
十
月
三
日
制
定
の
規
約
の
適
用
を
受
け
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、

日
本
の
棋
士
達
は
九
ヶ
月
間
は
、
昇
段
規
定
な
し
に
将
棋
を
さ
し
て
ゐ
た

わ
け
で
あ
る
。
昇
段
規
定
の
定
ま
つ
て
ゐ
な
い
勝
負
を
、
新
聞
紙
な
ど
で

も
、
よ
く
載
せ
た
し
、
我
々
も
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
見
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

打
者
が
、
ヒ
ツ
ト
を
飛
ば
し
た
後
で
、
二
塁
打
に
し
よ
う
か
三
塁
打
に
し

よ
う
か
と
云
つ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ル
ー
ル
を
定
め
て
ゐ
る
や
う
な
も
の

だ
。
日
本
の
棋
士
な
ど
云
ふ
も
の
は
の
ん
き
な
の
だ
か
、
馬
鹿
な
の
だ
か

分
ら
な
い
。（
菊
池
）

菊
池
寛
「
序
」（
菅
谷
北
斗
星
、
大
崎
熊
雄
『
将
棋
の
指
し
方
』

一
九
三
五
・
九
・
二
四
、
博
文
館
、
一
～
二
頁
）

　

棋
戦
評
論
家
と
し
て
の
菅
谷
北
斗
星
君
の
名
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で

あ
る
。
自
分
は
、
菅
谷
君
と
は
年
来
の
棋
友
で
あ
つ
て
、
そ
の
清
新
卓
抜

な
文
章
に
は
、
文
学
上
の
新
著
に
対
す
る
と
同
様
な
嗜
慾
を
そ
そ
ら
れ
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
大
崎
八
段
は
、
棋
界
の
一
偉
才
で
あ
つ
て
、
そ
の
果
敢
剛
毅
の

棋
風
は
、
自
分
の
推
服
し
て
や
ま
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
の
両
者
の
協
力
に
よ
つ
て
成
れ
る
も
の
、
後
者
が
、
実
践

上
か
ら
得
た
豊
富
な
経
験
を
提
供
す
れ
ば
、
前
者
は
、
将
棋
研
究
の
成
果

た
る
該
博
な
知
識
を
披
瀝
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
将
棋
入
門
書
と
し

て
は
、
最
も
著
者
に
そ
の
人
を
得
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　

将
棋
研
究
の
書
は
多
い
。
ま
た
定
跡
解
説
書
の
類
も
少
く
な
い
。
し
か

し
、
初
学
者
の
た
め
の
解
説
書
で
あ
つ
て
、
本
書
の
如
く
定
跡
の
研
究
に

主
力
を
注
い
だ
も
の
は
ま
だ
な
い
。
し
か
も
そ
の
解
説
に
当
つ
て
は
、
型

破
り
の
簡
単
な
方
式
で
、
一
読
直
ち
に
将
棋
の
妙
諦
に
入
る
や
う
に
書
か

れ
て
ゐ
る
。
読
者
は
絶
対
安
心
し
て
本
書
に
頼
つ
て
い
い
。

　

そ
の
他
、
凡
そ
将
棋
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
ふ
知
識
は
、
悉
く
収
め

て
こ
の
一
巻
の
中
に
あ
る
。
敢
て
初
学
者
と
い
は
ず
、
凡
そ
棋
力
の
上
達

を
望
む
者
に
と
つ
て
、
師
友
と
な
り
、
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い

と
思
ふ
。
棋
界
の
た
め
、
こ
の
良
著
が
博
く
普
及
さ
れ
ん
こ
と
を
願
つ
て

や
ま
な
い
。

　
　

昭
和
十
年
九
月

菊
池
寛　
　

菊
池
寛
「
人
生
は
将
棋
な
り
」（「
キ
ン
グ
大
娯
楽
園
」『
キ
ン
グ
』

一
九
三
六
・
四
、二
六
八
頁
）

人
生
は
一
局
の
棋
な
り
。

一
番
勝
負
な
り
。

指
し
直
す
こ
と
能
は
ず
。
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菊
池
寛
「
続
々
将
棋
哲
学
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
三
八
・
一
、九
～
一
一
頁
）

　

将
棋
と
心
理
作
用

　

将
棋
の
勝
敗
は
、
各
人
の
強
弱
に
依
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
然
し
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
非
常
に
微
妙
な
心
理
の
影
響
が
あ
る
。
技
倆
が
優

れ
て
居
な
が
ら
負
け
た
例
は
幾
何
で
も
あ
る
。

　

宝
暦
六
年
の
頃
で
あ
る
。仙
台
の
人
保
原
嘉
茂
左
衛
門
と
云
ふ
青
年
が
、

将
棋
の
天
才
と
し
て
、
修
業
の
た
め
に
江
戸
へ
出
て
来
た
。
少
年
気
を
負

ふ
て
、
眼
中
名
人
上
手
な
き
概
が
あ
つ
た
。
彼
は
修
業
の
た
め
に
、
幕
府

の
将
棋
所
伊
藤
家
に
入
門
を
願
つ
た
。
初
め
て
の
手
合
に
彼
の
相
手
を
し

た
の
は
、
八
段
伊
藤
看
寿
で
あ
つ
た
。
鬼
宗
看
の
異
名
を
取
つ
た
兄
の
九

段
宗
看
と
、
伯
仲
の
腕
が
あ
る
と
云
は
れ
た
名
手
で
あ
る
。
保
原
は
心
中

五
段
の
実
力
が
あ
る
と
確
信
し
て
居
た
。
然
る
に
、愈
々
対
局
と
な
る
と
、

看
寿
は
、
入
門
者
に
対
す
る
伊
藤
家
の
定
法
で
あ
る
と
称
し
て
、
飛
角
を

引
い
た
上
に
両
香
を
落
し
た
の
で
あ
る
、
所
謂
四
枚
落
で
あ
る
。
心
中
五

段
の
力
あ
り
と
確
信
し
て
居
た
保
原
は
、
心
の
裡
で
激
怒
し
た
。
せ
め
て

二
枚
落
な
れ
ば
兎
も
角
、
四
枚
落
と
は
何
事
ぞ
と
思
つ
た
。
い
で
、
そ
の

儀
な
ら
ば
粉
微
塵
に
し
て
呉
れ
る
と
、血
眼
に
な
つ
て
立
ち
向
つ
た
。
が
、

焦
つ
た
の
は
彼
の
不
覚
で
あ
つ
た
。
看
寿
八
段
の
応
戦
は
、
絶
妙
を
極
め

て
居
た
。
そ
れ
に
反
し
て
焦
り
に
焦
つ
た
彼
は
、
平
生
の
自
信
も
、
何
処

へ
や
ら
、
ヂ
リ
〴
〵
と
攻
め
寄
せ
ら
れ
て
、
無
残
に
も
一
敗
地
に
塗
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
若
き
天
才
保
原
は
慚
愧
噴
悶
の
餘
り
、
一
生

盤
面
に
向
は
な
か
つ
た
と
の
事
で
あ
る
。
が
、
看
寿
は
四
枚
落
で
相
手
を

破
つ
た
も
の
ゝ
相
手
の
実
力
を
認
め
、
後
に
三
段
の
免
状
を
送
つ
た
と
の

事
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
将
棋
界
古
今
無
双
の
名
手
と
云
は
る
ゝ
天
野
宗
歩
も
、
八
段

に
出
世
す
べ
き
晴
の
お
城
将
棋
に
、
強
敵
大
橋
宗
珉
に
敗
れ
て
居
る
の
で

あ
る
。
天
野
宗
歩
は
、
名
人
に
も
香
を
引
い
て
対
し
得
た
だ
ら
う
と
云
は

れ
る
ほ
ど
で
、十
一
段
と
も
云
ふ
べ
き
神
力
を
供
へ
た
名
手
で
あ
つ
た
が
、

晴
の
場
所
に
つ
い
気
怯
れ
が
し
て
、
平
生
の
技
倆
が
出
な
か
っ
た
と
云
は

れ
て
居
る
。

　

将
棋
と
慢
心

　

又
、慢
心
の
た
め
に
敗
れ
た
例
も
あ
る
。
雁
木
流
の
元
祖
檜
垣
是
安
は
、

名
人
鬼
宗
看
の
右
香
落
を
破
り
、
得
意
の
餘
り
、
凡
そ
天
下
に
予
に
角
落

を
勝
つ
べ
き
人
は
あ
ら
じ
と
、
豪
語
し
た
。
然
る
に
超
え
て
数
日
、
同
じ

宗
看
の
角
落
に
向
ひ
、
無
残
に
も
破
れ
た
ゝ
め
、
彼
は
憂
憤
の
餘
り
、
吐

血
し
て
死
ん
だ
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

将
棋
と
気
持

　

将
棋
は
、
可
な
り
気
持
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
自
分
よ
り
上
手
だ
と
怯

ぢ
て
か
ゝ
る
と
、
手
も
足
も
出
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
度
胸
よ
き
下
手

は
上
手
を
実
力
以
上
苦
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
名
人
小
野
五
平
、
黒
田
清
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綱
の
屋
敷
へ
伺
候
す
。
座
に
先
客
あ
り
、
清
綱
来
客
に
曰
く

「
此
の
老
人
は
将
棋
が
強
い
か
ら
一
局
試
み
て
如
何
」

　

と
。
来
客
も
興
を
催
し
、五
平
翁
と
は
知
ら
ず
平
手
に
て
立
ち
向
つ
た
。

然
る
に
来
客
の
鉾
先
鋭
く
、
五
平
翁
は
四
五
段
の
人
に
対
せ
し
如
く
、
苦

辛
し
て
漸
く
勝
ち
た
る
に
、
清
綱
伯
笑
ひ
て
曰
く

「
お
い
榎
本
よ
く
指
し
た
な
。
こ
れ
は
小
野
五
平
だ
よ
」

　

と
。
蓋
し
五
稜
廓
の
勇
将
は
、
将
棋
の
達
人
と
知
ら
ず
し
て
、
そ
の
胆

力
に
依
つ
て
、
散
々
苦
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。
実
力
は
、
初
段
の
遥
か
下

で
あ
つ
た
と
の
事
で
あ
る
。

菊
池
寛
「
新
名
人
に
就
い
て
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
三
八
・
三
、九
頁
）

　

今
度
木
村
君
に
名
人
が
譲
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
つ
て
、
一

番
強
い
人
に
譲
ら
れ
た
の
で
、
全
八
段
の
人
達
に
、
新
し
い
希
望
と
発
奮

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

昔
の
幕
府
時
代
に
は
、
大
橋
と
か
伊
藤
と
か
云
ふ
将
棋
の
宗
家
を
継
が

な
け
れ
ば
、
絶
対
に
名
人
に
は
な
れ
な
か
つ
た
。
天
才
天
野
宗
歩
で
さ
へ

ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
か
つ
た
の
だ
。

　

明
治
に
な
つ
て
か
ら
も
、
名
人
が
一
人
ゐ
る
と
、
ど
ん
な
強
い
人
が
出

て
も
、
そ
の
人
が
死
ぬ
か
、
自
発
的
に
退
位
で
も
し
な
け
れ
ば
、
名
人
に

は
な
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　

然
る
に
、
関
根
名
人
が
、
単
に
弟
子
の
木
村
君
だ
か
ら
と
云
ふ
の
で
は

な
く
、
名
人
戦
を
認
め
て
、
実
力
戦
を
展
開
し
た
上
で
、
真
に
力
の
あ
る

人
に
譲
つ
た
事
は
、
将
棋
道
の
た
め
ま
こ
と
に
歓
ば
し
い
事
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
将
棋
道
は
、
情
実
を
排
し
、
名
人
戦
を
飽
く
ま
で
公
明
正

大
な
も
の
に
し
て
、
ま
す
〳
〵
斯
道
の
た
め
に
発
達
さ
せ
た
い
も
の
で
あ

る
。

菊
池
寛
「
将
棋
の
追
憶
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
三
八
・
四
、九
～
一
〇
頁
）

　

私
が
、
将
棋
を
研
究
し
出
し
た
の
は
京
都
の
大
学
生
時
代
だ
つ
た
。

　

私
は
、
少
年
時
代
か
ら
将
棋
を
指
し
て
ゐ
た
。
が
本
当
に
研
究
し
出
し

た
の
は
綾
部
に
勝
ち
た
い
た
め
だ
つ
た
。

　

私
の
中
学
時
代
の
友
人
で
綾
部
健
太
郎
と
云
ふ
男
が
ゐ
た
。
そ
の
男
が

偶
然
京
都
の
法
科
に
来
て
ゐ
た
。
彼
は
、
中
学
時
代
割
合
仲
の
い
ゝ
私
と

は
遊
び
友
達
で
あ
つ
た
が
、
私
も
京
都
の
文
科
に
ゐ
て
、
久
し
振
り
に
綾

部
と
逢
つ
て
将
棋
を
指
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
の
方
が
頗
る
不
利
で
あ
る
。
私
は
、
定
跡
の
本
を
買
つ

て
来
て
い
ろ
〳
〵
調
べ
た
。
そ
れ
か
ら
出
町
橋
の
東
詰
の
佐
野
春
松
と
言

ふ
床
屋
の
主
人
に
教
へ
て
貰
つ
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
綾
部
に
勝
つ
こ
と

が
出
来
る
や
う
に
な
つ
た
。

　

以
来
東
京
で
二
枚
落
で
、
綾
部
と
指
し
た
が
、
二
枚
落
で
は
私
の
方
が

非
常
に
楽
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
恐
ら
く
四
枚
落
位
だ
ら
う
。
そ
の

時
以
来
つ
ま
り
、
大
駒
四
枚
は
進
歩
し
た
の
で
あ
ら
う
。
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私
は
、
こ
の
床
屋
へ
は
二
年
近
く
将
棋
を
、
指
し
に
行
つ
た
。
主
人
は

で
ぶ
く
〳
〵
肥
つ
た
好
人
物
で
あ
つ
た
。お
客
の
来
な
い
ス
キ
を
見
て
は
、

よ
く
私
と
さ
し
て
く
れ
た
。
二
枚
か
ら
一
枚
ま
で
進
ん
だ
。
恐
ら
く
初
段

近
く
の
力
が
あ
る
人
だ
ら
う
と
思
ふ
。

　

隣
の
車
屋
さ
ん
も
な
か
〳
〵
強
か
つ
た
。
米
屋
の
若
い
衆
に
も
、
可
な

り
強
い
男
が
ゐ
た
。
私
は
、
一
枚
落
で
さ
ん
ざ
ん
負
か
さ
れ
た
。
あ
ま
り

に
、
く
や
し
か
つ
た
敗
局
の
盤
面
は
今
で
も
思
ひ
出
す
位
で
あ
る
。

　

私
は
、
大
分
前
、
と
云
つ
て
も
十
数
年
に
な
る
が
、
こ
の
床
屋
を
久
し

振
り
に
訪
問
し
、
主
人
の
好
き
な
酒
を
贈
つ
た
。
そ
の
後
一
二
度
訪
ね
て

行
つ
た
。
私
の
小
説
の
「
将
棋
の
師
」
や
「
歓
待
」
は
、
そ
の
当
時
の
書

い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
将
棋
に
熱
中
し
て
ゐ
た
頃
は
、
旅
行
す
る
と
必
ず
行
先
々
の
有

段
者
を
訪
ね
て
行
つ
て
は
、
さ
し
て
貰
つ
た
。
私
は
、
大
阪
の
木
見
八
段

や
坂
田
名
人
も
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

　

名
古
屋
で
盲
人
棋
士
の
時
田
六
段
と
指
し
た
時
は
、
油
断
を
し
て
ゐ
た

の
で
最
初
の
一
番
は
負
け
た
。

　

相
手
を
見
く
び
つ
た
り
、
油
断
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
将
棋
で
は
禁
物

で
あ
る
。

菊
池
寛
「
坂
田
氏
の
名
人
戦
参
加
に
就
て
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
三
八・
七
、	

九
頁
）

　

関
西
名
人
坂
田
三
吉
氏
が
名
人
戦
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
つ
た
こ
と

は
、
既
に
発
表
さ
れ
た
か
ら
、
読
者
諸
君
の
中
に
は
知
つ
て
ゐ
る
人
も
あ

る
と
思
ふ
。

　

坂
田
氏
が
、
僕
の
勧
誘
に
応
じ
て
名
人
戦
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
棋
界

近
来
の
壮
挙
で
あ
る
。
坂
田
氏
を
入
れ
な
い
名
人
戦
は
、
何
と
云
つ
て
も

完
璧
と
は
云
へ
な
い
と
思
ふ
。
坂
田
氏
は
、
関
根
名
人
と
は
同
等
の
棋
位

を
持
つ
て
ゐ
た
と
云
つ
て
も
よ
い
の
で
、
他
年
関
東
の
将
棋
界
に
対
し
一
敵

国
で
あ
つ
た
の
だ
。
従
つ
て
過
去
に
於
て
、
た
し
か
に
名
人
を
名
乗
つ
て

も
よ
い
時
代
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
た
ゞ
名
人
位
に
対
す
る
王
道
が
開
か

れ
て
ゐ
な
か
つ
た
ゝ
め
、強
引
に
名
人
を
名
乗
つ
た
た
め
孤
立
に
な
つ
た
が
、

孤
立
の
ま
ゝ
で
晩
年
を
終
ら
せ
る
こ
と
は
坂
田
氏
の
た
め
に
も
、
日
本
将

棋
界
の
た
め
に
も
遺
憾
で
あ
る
と
思
ふ
。
今
度
こ
の
人
が
従
来
の
行
き
が

か
り
を
一
擲
し
て
名
人
戦
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
日
本
棋
界
の
た
め
に
も
、

坂
田
氏
の
た
め
に
も
、
名
人
戦
の
た
め
に
も
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

六
十
九
歳
の
老
齢
に
拘
ら
ず
頗
る
元
気
だ
が
、
何
と
云
つ
て
も
多
年
盤

面
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
大
き
な
不
利
で
あ
る
。
最
初
の
二
、三

局
は
そ
の
た
め
に
不
振
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
が
て
坂
田
氏
本
来
の
面
目

を
発
揮
す
る
だ
ら
う
か
ら
、
新
聞
将
棋
の
焦
点
と
な
る
こ
と
も
遅
く
は
な

い
で
あ
ら
う
。
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菊
池
寛
「
僕
と
坂
田
三
吉
氏
／
晩
年
を
飾
る
気
魄
の
花
」（『
東
京
日
日
新

聞
』
夕
刊
、
一
九
三
八
・
七
・
一
九
、八
面
）

坂
田
三
吉
氏
が
、
突
然
僕
を
訪
ね
て
来
た
の
は
今
年
二
月
の
初
め
で
あ
つ

た
。
将
棋
を
指
し
た
い
か
ら
尽
力
し
て
く
れ
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
い
ろ

〳
〵
な
行
き
が
か
り
で
将
棋
が
指
せ
な
く
な
つ
て
ゐ
る
坂
田
氏
が
、
将
棋

を
指
し
た
い
と
い
ふ
の
は
切
実
に
し
て
神
聖
な
る
希
望
だ
。
僕
は
、
坂
田

氏
の
た
め
に　

心
か
ら
尽
力
し
よ
う
と
思
つ
た
。
し
か
し
僕
の
立
場
と
し

て
、
坂
田
氏
に
将
棋
を
指
さ
せ
る
場
所
は
、
名
人
戦
よ
り
な
い
の
で
あ
る
。

が
、
過
去
に
お
い
て
強
引
で
は
あ
る
が　

名
人
を
名
乗
つ
た
坂
田
氏
が
、

今
更
名
人
戦
に
参
加
す
る
こ
と
は
、相
当
の
苦
痛
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。

し
か
し
、
僕
は
こ
れ
以
外
に
、
坂
田
氏
を
生
か
し
切
る
道
は
な
い
と
信
じ

て
坂
田
氏
を
説
い
た
。
坂
田
氏
も
、
大
死
一
番
、
遂
に
名
人
戦
参
加
を
決

心
し
た
。
た
ゞ
、
将
棋
を
指
し
た
さ
の
一
心
か
ら
だ
。
そ
の
一
心
あ
つ
て

こ
そ
、
関
西
名
人
の
名
に
背
か
な
い
と
思
ふ
。
こ
の
一
心
は
、
坂
田
氏
の

晩
年
を
飾
る
気
魄
の
花
だ
。
こ
の
一
心
が
あ
れ
ば　

名
人
戦
に
全
敗
し
て

も
、
坂
田
三
吉
の
名
は
棋
史
に
輝
く
と
思
つ
た
。
た
ゞ
、
去
年
木
村
、
花

田
に
連
敗
し
て
ゐ
る
た
め
に
「
坂
田
弱
し
」
の
下
馬
評
が
盛
ん
な
事
だ
。

下
馬
評
な
ど
は
極
端
か
ら
極
端
に
走
る
も
の
だ
。
往
年
の
坂
田
が　

そ
ん

な
に
弱
く
な
る
筈
は
な
い
の
だ
。た
　ゞ

盤
面
に
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
の
と
、

負
け
じ
魂
か
ら
、
つ
い
奇
手
を
弄
し
過
ぎ
た
た
め
の
不
覚
な
の
だ
。
今
度

の
対
神
田
戦
で
も
、
勝
つ
て
ゐ
た
将
棋
を
、
あ
せ
つ
た
ゝ
め
に
惜
敗
し
た
。

今
二
、三
局
指
し
て
落
着
き
が
出
来
た
ら
必
ず
や
坂
田
本
来
の
面
目
を
発

揮
し
て
、
坂
田
弱
し
の
下
馬
評
を
粉
砕
す
る
だ
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。
花

田
八
段
が
棋
士
の
年
齢
は
問
題
で
な
い
。
気
魄
の
問
題
だ
と
い
つ
て
ゐ
た

が
、
坂
田
氏
は
そ
の
烈
々
た
る
闘
志
に
お
い
て　

壮
年
棋
士
の
何
人
に
も

劣
る
も
の
で
は
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
彼
は
き
つ
と
木
村
名
人
打
倒
の
野

心
を
そ
の
六
十
九
歳
の
小
躯
に
、燃
や
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。　

「
木
村
土
居
七
番
戦
予
想
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
四
〇
・
六
、七
九
頁
）

―
葉
書
回
答
―

一
、
い
づ
れ
に
勝
た
せ
た
い
か

一
、
い
づ
れ
が
勝
つ
と
思
ふ
か

一
、
右
の
理
由
あ
る
ひ
は
寸
感

〇
菊
池
寛

一
、
別
に
ど
ち
ら
に
勝
た
せ
た
い
と
も
思
は
な
い
が
、
次
の
名
人
戦
が
面

白
く
な
る
と
い
ふ
点
で
は
、
土
居
氏
に
勝
た
せ
た
い
。

一
、
本
命
と
い
ふ
意
味
で
木
村
氏
。

一
、
木
村
氏
の
方
が
研
究
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

究
極
へ
来
る
と
木
村
氏
の
「
研
究
」
と
土
居
氏
と
の
「
か
ん
」
と
の
戦

ひ
に
な
る
と
思
ふ
の
だ
が
、
結
局
木
村
の
「
研
究
」
が
土
居
の
「
か
ん
」

に
勝
つ
の
で
は
な
い
か
。
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菊
池
寛
「
時
代
の
相
違　

環
境
の
差
が
土
居
の
不
運
」（『
東
京
日
日
新
聞
』

夕
刊
、
一
九
四
〇
・
八
・
四
、四
面
）

　
　
　
　

５
の
二

　

私
の
や
う
な
素
人
か
ら
考
へ
る
と
、
木
村
名
人
と
土
居
八
段
の
か
う
し

た
棋
力
の
差
違
は
、そ
の
各
自
の
天
稟
の
棋
才
の
相
違
だ
と
は
思
へ
な
い
。

恐
ら
く
、
性
格
と
修
業
か
ら
来
た
差
違
で
あ
ら
う
。
木
村
名
人
は
、
そ
の

一
生
を
通
じ
て
、
如
何
な
る
一
局
を
も
、
全
力
を
も
つ
て
戦
つ
て
来
た
人

で
あ
る
。
奨
励
会
の
少
年
か
ら
聴
い
た
話
で
あ
る
が
、
大
駒
落
を
指
す
場

合
な
ど
も
、
獅
子
の
子
虫
を
搏
つ
如
く
、
全
精
神
を
傾
倒
し
盤
面
に
お
い

て
は
、
何
ら
の
容
赦
も
な
く
辛
辣
を
極
め
、
敗
勢
の
場
合
に
も
、
最
善
の

手
段
を
尽
し
て
、
負
け
て
も
ケ
レ
ン
や
ゴ
マ
カ
シ
な
ど
は
絶
対
に
や
ら
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
生
を
通
じ
て
、か
う
し
た
対
局
態
度
に
終
始
し
、

そ
の
類
稀
な
叡
智
を
も
つ
て
、
将
棋
を
研
究
し
た
木
村
名
人
が
、
棋
士
と

し
て
最
高
の
最
深
の
将
棋
理
論
を
味
得
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
当
然
な
とマ

マ

で

あ
ら
う
。

　

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
土
居
八
段
は
、
木
村
名
人
に
比
し
て
、
大
先
輩
で

は
あ
る
が
、
ず
つ
と
苦
労
が
少
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
弱
冠
に
し
て
、

豊
富
な
棋
才
に
恵
ま
れ
た
土
居
さ
ん
は
、
関
根
名
人
に
発
見
さ
れ
て
、
上

京
し
て
見
れ
ば
、
蓑
、
川
井
、
勝
浦
な
ど
の
先
輩
は
、
大
し
た
こ
と
も
な

く
、
井
上
八
段
坂
田
八
段
な
ど
の
強
敵
と
は
、
指
す
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、

花
田
、
大
崎
な
ど
は
な
ほ
未
だ
台
頭
せ
ず
、
苦
手
も
強
敵
も
な
い
土
居
八

段
は
、
そ
の
才
分
を
適
度
に
発
揮
す
れ
ば
、
面
白
可
笑
し
く
連
勝
し
得
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
土
井
八
段
の
青
年
時
代
は
、
苦
練
修
行
と
い
ふ
点

で
は
、
怖
し
く
恵
ま
れ
て
ゐ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
土
居
八
段
に
比

ぶ
れ
ば
、
木
村
名
人
は
、
あ
ま
り
に
多
く
の
強
い
同
輩
と
先
輩
と
に
恵
ま

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
一
局
一
局
の
勝
利
が
、
努
力
奮
闘
の
賜
物
で
あ
つ

た
の
で
あ
る
。

菊
池
寛
「
土
居
の
闘
志
“
打
倒
木
村
”
不
可
能
で
な
い
」（『
東
京
日
日
新

聞
』
夕
刊
、
一
九
四
〇
・
八
・
六
、四
面
）

　
　
　
　

５
の
三

　

一
生
を
通
じ
て
、
血
み
ど
ろ
の
血
戦
に
終
始
し
て
来
た
木
村
名
人
と
、

そ
の
境
遇
と
、
そ
の
楽
天
的
な
性
格
と
で
、
悠
々
と
し
て
将
棋
道
を
進
ん

で
来
た
土
居
八
段
と
で
は
、
そ
の
棋
才
的
天
分
は
同
一
で
あ
つ
た
と
し
て

も
、
そ
の
苦
練
修
業
か
ら
獲
得
し
た
も
の
に
、
何
ら
か
の
差
違マ

マ

が
生
じ
て

ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。木
村
名
人
が
、名
人
戦
の
評
に（
土
居
さ
ん
が
、

一
局
毎
に
強
く
な
る
の
に
は
弱
つ
た
）
と
、
い
つ
て
ゐ
る
。
五
十
四
歳
の

老
棋
士
が
今
更
強
く
な
る
わ
け
も
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
今
度
初
め
て
土

居
八
段
が
丹
心
を
籠
め
た
将
棋
を
指
し
た
と
い
ふ
意
味
に
と
つ
て
い
ゝ
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
や
う
な
対
局
精
神
で
、
今
五
六
局
も

戦
へ
ば
、
打
倒
木
村
が
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
と
い
ふ
確
信
を
、
土

居
八
段
は
掴
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
土
居
八
段
の
「
も
う
一
度
挑
戦
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者
に
な
り
た
い
」
と
い
ふ
感
想
に
は
、
し
み
〴
〵
と
自
信
と
希
望
と
が
感

ぜ
ら
れ
た
。

　

八
段
戦
の
優
勝
者
で
あ
る
土
居
八
段
に
は
、
是
非
と
も
准
名
人
を
贈
つ

た
ら
ど
う
だ
ら
う
か
。
ま
た
名
人
戦
の
始
ま
る
前
に
、
も
し
木
村
名
人
が

敗
退
し
た
場
合
の
処
置
を
も
考
へ
て
置
く
べ
き
で
あ
つ
た
の
だ
。
名
人
を

す
ぐ
八
段
に
降
下
す
る
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
、人
情
的
に
も
出
来
な
い
し
、

実
際
問
題
と
し
て
も
不
都
合
で
あ
る
。
名
人
が
敗
退
し
た
場
合
は
、
や
は

り
准
名
人
と
い
ふ
称
号
を
贈
つ
て
、
特
別
扱
ひ
を
す
べ
き
で
あ
る
。
准
名

人
に
対
し
て
は
、
八
段
戦
参
加
の
場
合
に
も
、
あ
る
特
点
を
認
む
べ
き
か
、

認
む
べ
き
で
な
い
か
、
こ
れ
は
ち
よ
つ
と
難
か
し
い
問
題
で
あ
る
。

菊
池
寛
「
僕
の
将
棋
生
活
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
四
一
・
三
、二
～
三
頁
）

　

僕
が
、
最
初
将
棋
の
趣
味
を
養
は
れ
た
の
は
、「
萬
朝
報
」
の
た
め
で

あ
ら
う
。僕
は
、中
学
生
時
代
か
ら「
萬
朝
報
」の
愛
読
者
で
あ
つ
た
が
、「
萬

朝
報
」
は
、
新
聞
と
し
て
一
番
早
く
指
将
棋
を
掲
載
し
た
新
聞
で
、
明
治

四
十
年
前
後
か
ら
載
つ
て
ゐ
た
と
思
ふ
。

　

そ
の
頃
、
土
居
八
段
が
、
二
段
か
三
段
か
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。

金
さ
ん
も
す
ぐ
現
は
れ
た
や
う
に
思
ふ
。
平
手
戦
は
、
櫓
囲
ひ
が
全
盛
で

あ
つ
た
。

　

僕
が
初
て
専
門
棋
士
の
手
合
を
見
た
の
は
、
大
正
七
年
頃
で
、
土
居
対

坂
田
の
一
戦
で
あ
つ
た
。
そ
の
と
き
、
坂
田
氏
が
関
根
さ
ん
を
目
当
て
に

挑
戦
し
て
来
た
の
を
、
関
根
さ
ん
が
、
先
づ
弟
子
の
土
居
さ
ん
を
、
急
遽

八
段
に
昇
段
さ
せ
て
、
対
局
さ
せ
た
時
で
、
そ
の
対
局
は
相
当
セ
ン
セ
イ

シ
ョ
ン
を
起
し
た
も
の
だ
つ
た
。
場
所
は
、
た
し
か
日
本
倶
楽
部
で
、
僕

は
当
時
、
時
事
新
報
の
記
者
で
、
将
棋
好
き
と
云
ふ
の
で
、
社
命
で
見
物

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
だ
が
、柳
澤
泊
や
大
橋
新
太
郎
な
ど
も
見
に
来
て
ゐ
た
。

　

土
居
さ
ん
が
敵
の
陣
中
に
角
を
打
ち
込
ん
で
勝
つ
た
の
だ
が
、
そ
の
角

打
は
、
た
ゞ
成
り
返
る
こ
と
が
出
来
る
丈
で
、
素
人
眼
に
は
、
ど
う
か
と

思
は
れ
る
や
う
な
角
打
だ
つ
た
。

　

そ
の
頃
、
日
比
谷
の
交
叉
点
近
く
に
居
た
小
野
名
人
を
、
や
は
り
新
聞

記
者
と
し
て
訪
ね
て
行
つ
た
事
が
あ
る
。
現
在
の
味
の
デ
パ
ー
ト
の
所
に

在
つ
た
ゴ
ミ
〳
〵
し
てマ

マ

路
次マ

マ

裏
に
居
ら
れ
た
や
う
に
思
ふ
。

　

そ
の
頃
、
死
ん
だ
大
崎
八
段
が
、
将
棋
を
時
事
新
報
に
新
し
く
掲
載
を

す
る
交
渉
の
た
め
に
、時
事
新
報
へ
来
た
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
。
た
し
か
、

佐
藤
と
云
ふ
人
と
一
し
よ
で
あ
つ
た
。
こ
の
佐
藤
と
云
ふ
人
は
、
国
民
の

将
棋
欄
を
担
当
し
て
ゐ
た
人
で
、
将
棋
を
新
聞
紙
に
持
ち
込
む
こ
と
に
、

相
当
功
績
の
あ
つ
た
人
で
あ
る
ら
し
い
。

　

そ
の
頃
、
僕
は
湯
島
天
神
下
に
あ
つ
た
館
花
浪
路
と
云
ふ
老
人
が
開
い

て
ゐ
た
将
棋
会
所
へ
、
毎
夜
の
や
う
に
通
つ
て
ゐ
た
が
、
其
処
で
大
阪
か

ら
上
京
し
た
ば
か
り
、
少
年
棋
士
に
会
つ
た
。
そ
れ
が
、
現
在
の
萩
原
八

段
で
、
た
し
か
大
正
十
年
頃
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
萩
原
君
は
、
僕
の
所

に
来
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
頃
、土
居
さ
ん
の
数
寄
屋
橋
の
家
へ
も
、
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二
三
度
行
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
花
田
さ
ん
と
飛
香
落

を
さ
し
て
貰
つ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

僕
が
、
初
段
を
貰
つ
た
の
は
、
た
し
か
大
正
十
二
年
で
あ
る
が
、
そ
の

頃
現
在
の
木
村
名
人
が
、
僕
の
雑
司
ヶ
谷
の
家
に
稽
古
に
来
て
ゐ
た
。
そ

れ
は
、
萩
原
君
が
震
災
後
、
大
阪
へ
帰
つ
て
し
ま
つ
た
為
で
あ
る
。
木
村

名
人
は
半
年
ば
か
り
来
て
ゐ
た
や
う
に
思
ふ
。
平
手
で
、
稽
古
を
し
て
貰

つ
て
ゐ
た
が
、
一
番
も
勝
て
な
か
つ
た
が
、
そ
の
中
一
番
丈
、
危
く
勝
ち

さ
う
に
な
つ
た
事
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

　

そ
の
頃
、
渡
辺
七
段
も
、
僕
の
家
へ
一
、二
度
来
た
や
う
に
思
ふ
。
た

し
か
二
段
だ
つ
た
と
思
ふ
。
金
さ
ん
も
、
一
度
来
た
こ
と
が
あ
る
や
う
に

思
ふ
。
そ
の
頃
、
金
子
氏
が
、
神
楽
坂
の
近
く
に
稽
古
所
を
開
い
て
ゐ
た

が
、
や
は
り
僕
の
家
へ
一
二
度
来
た
や
う
に
思
ふ
。

　

そ
の
頃
の
方
が
、
僕
は
今
よ
り
も
、
盛
ん
に
将
棋
生
活
を
や
つ
て
ゐ
た

わ
け
で
、
大
阪
へ
行
つ
た
と
き
な
ど
、
わ
ざ
〳
〵
木
見
氏
を
訪
問
し
て
、

指
し
て
貰
つ
た
り
、
ま
た
御
苦
労
千
万
に
も
、
吹
田
ま
で
行
つ
て
坂
田
氏

を
訪
ね
た
こ
と
さ
へ
あ
る
。
そ
の
時
、
坂
田
氏
は
不
在
で
あ
つ
た
、
一
昨

年
だ
つ
た
が
、
坂
田
氏
は
将
棋
界
に
復
活
せ
ん
と
し
て
、
僕
を
訪
ね
て
来

た
が
、
そ
の
と
き
が
坂
田
氏
と
は
初
対
面
で
あ
つ
た
。

　

僕
が
、
将
棋
に
熱
心
で
あ
つ
た
の
は
、
昭
和
二
、三
年
ま
で
ゝ
、
そ
の

後
は
何
と
な
く
、
将
棋
に
遠
ざ
か
り
、
一
時
は
萩
原
君
が
や
つ
て
来
る
場

合
は
、
此
方
の
方
で
お
つ
き
合
を
す
る
や
う
な
風
に
な
つ
て
ゐ
た
。
従
つ

て
、
将
棋
界
と
の
接
触
も
少
く
な
つ
た
か
ら
、
新
八
段
な
ど
は
、
顔
も
知

ら
な
い
人
も
あ
る
位
だ
。
し
か
し
、
最
近
は
、
萩
原
君
の
外
、
梶
君
が
来

る
し
、
新
進
の
松
田
四
段
、
高
柳
二
段
な
ど
も
時
々
来
る
の
で
、
将
棋
を

指
す
機
会
が
多
く
な
つ
た
。

無
署
名
「
菊
池
寛
氏
の
投
書
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
四
一
・
一
二
、五
一
頁
）

　

先
月
号
の
読
者
の
棋
譜
の
中
、
第
三
局
の
清
水
宮
本
両
氏
の
棋
力
を
、

十
級
位
と
鑑
定
し
て
あ
り
ま
す
が
、
十
級
と
す
れ
ば
大
成
会
の
初
段
の
人

と
二
枚
落
で
す
が
、
そ
ん
な
に
大
成
会
の
初
段
は
、
強
い
の
で
せ
う
か
。

僕
は
、
あ
の
両
氏
は
二
枚
で
は
、
絶
対
に
初
段
に
は
負
け
な
い
と
思
ひ
ま

す
。
僕
が
間
違
つ
て
居
れ
ば
、
実
際
に
対
局
を
催
し
て
、
僕
の
妄
を
啓
い

て
貰
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

菊
池
寛
「
大
波
瀾
を
望
む
」（「
第
三
期
名
人
位
挑
戦
試
合
／
木
村
、
神
田

戦
の
予
想
」　
『
将
棋
世
界
』
一
九
四
二
・
七
、八
～
九
頁
）

　

神
田
八
段
が
、
今
回
の
名
人
位
挑
戦
者
と
な
つ
た
こ
と
は
、
全
国
の
将

棋
フ
ァ
ン
の
普
く
喝
采
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
ふ
。
ぜ
ひ
、
華
々
し
き
熱
戦

を
演
出
し
て
、
最
近
の
新
聞
紙
の
将
棋
冷
遇
の
情
勢
を
一
掃
し
て
貰
ひ
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

僕
な
ん
か
の
素
人
に
は
、
こ
の
最
も
期
待
さ
れ
た
名
人
戦
の
予
想
な
ど

す
る
資
格
は
な
い
が
、
将
棋
は
と
に
か
く
、
気
魄
と
肚
と
技
術
の
争
ひ
で
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あ
る
。
殊
に
、
木
村
名
人
に
向
つ
て
行
く
の
に
は
、（
木
村
怖
る
ゝ
に
足

ら
ず
）
の
気
魄
が
、
一
番
必
要
で
あ
る
東
京
の
八
段
連
中
は
、　

悉
く
木

村
恐
怖
病
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。
木
村
名
人
に
対
し
て
は
悉
く
音
を
上
げ
て

ゐ
る
や
う
な
感
じ
で
あ
る
。
そ
こ
へ
行
く
と
、（
木
村
怖
る
ゝ
に
足
ら
ず
）

と
、
豪
語
す
る
ば
か
り
で
、
肚
の
中
で
も
さ
う
思
つ
て
ゐ
る
の
は
、
神
田

八
段
だ
け
だ
ら
う
。

　

殊
に
、
神
田
八
段
は
、
茲
一
番
と
云
ふ
勝
負
に
は
強
い
や
う
で
あ
る
。

昭
和
十
年
の
対
東
京
高
段
者
戦
に
も
、
十
勝
四
敗
の
好
成
績
を
上
げ
、
し

か
も
相
手
方
の
主
力
た
る
木
村
、
土
居
、
花
田
、
金
子
な
ど
を
薙
ぎ
倒
し

て
ゐ
る
。
強
敵
に
対
し
た
方
が
却
つ
て
力
が
出
る
や
う
な
性
格
ら
し
い
。

　

名
人
と
の
こ
れ
ま
で
の
対
局
で
は
、結
局
負
け
越
し
と
の
事
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
八
段
中
、
最
も
好
成
績
を
上
げ
て
ゐ
る
。

　

最
近
八
段
連
中
に
連
勝
し
た
松
田
六
段
な
ど
も
神
田
氏
に
か
ゝ
つ
て

は
、
一
寸
勝
手
が
違
つ
た
や
う
で
あ
る
。

　

殊
に
、
最
近
愛
息
を
国
家
の
た
め
に
、
さ
ゝ
げ
た
丈
に
、
心
胸
的
に
も
、

一
段
の
悟
道
に
はマ

マ

入
つ
て
ゐ
る
筈
で
、
そ
れ
が
今
度
の
名
人
戦
に
も
、
必

ず
何
等
か
の
形
で
あ
ら
は
れ
た
。
愛
息
の
戦
死
の
悲
し
み
を
、
じ
つ
と
こ

ら
へ
た
心
境
は
、
棋
道
に
対
す
る
大
精
進
と
な
つ
て
、
現
は
れ
て
来
る
の

で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　

し
か
し
、
何
し
ろ
相
手
の
名
人
は
、
古
今
未
曽
有
の
棋
士
で
あ
る
。
天

野
宗
歩
な
ど
よ
り
も
、
研
究
精
進
の
点
で
は
、
は
る
か
に
勝
つ
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
か
。
盤
面
的
叡
智
と
超
盤
面
的
叡
智
と
が
渾
然
と
し
て
調
和
し

た
人
で
あ
る
。
気
魄
も
肚
も
十
二
分
に
持
ち
合
は
せ
た
人
で
あ
る
。
将
棋

戦
術
の
上
で
は
、
恐
ら
く
何
人
の
追
随
を
も
許
さ
な
い
で
あ
ら
う
。

　

た
ゞ
、
攻
め
る
も
の
と
守
る
も
の
と
で
は
、
攻
め
る
方
が
有
利
で
あ
る
。

神
田
八
段
は
、
玉
砕
を
期
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
名
人
は
さ
う
で
は
な

い
。
ぜ
ひ
と
も
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
受
け
て
立
つ
横
綱
の
な
や
み

0

0

0

が
、
多

少
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

か
う
し
た
大
勝
負
に
、
神
経
や
感
情
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
禁
物
だ

が
、
そ
の
点
で
は
名
人
も
神
田
氏
も
充
分
信
頼
出
来
る
人
達
で
あ
る
。
恐

ら
く
、
最
も
純
理
的
な
猛
闘
が
つ
ゞ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

専
門
の
棋
士
達
は
、
や
は
り
名
人
有
利
を
説
く
人
が
多
い
。
し
か
し
、

神
田
八
段
が
、
一
世
一
代
の
勝
負
に
、
火
の
玉
と
な
つ
て
、
ぶ
つ
つ
か
つ

て
行
く
所
に
、
多
大
の
興
味
が
あ
る
。
も
し
、
最
初
の
一
局
を
名
人
が
失

つ
た
場
合
は
、
七
局
全
体
の
勝
負
は
天
下
の
将
棋
フ
ア
ン
を
熱
狂
さ
せ
る

に
足
る
だ
ら
う
。

　

私
は
、
新
聞
紙
に
於
け
る
将
棋
の
位
置
が
、
危
機
に
瀕
す
る
現
在
、
神

田
八
段
の
健
闘
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

　

と
、
云
つ
て
私
は
、
神
田
八
段
び
ゐ
き
で
も
な
け
れ
ば
、
名
人
び
ゐ
き

で
も
な
い
。
私
は
、
昭
和
の
将
棋
道
の
た
め
に
、
一
勝
一
敗
虚
々
実
々
の

大
波
乱
を
望
ん
で
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

　

も
し
、
神
田
八
段
が
、
手
も
な
く
敗
退
す
る
や
う
な
ら
、
木
村
名
人
の
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天
下
は
、
今
後
、
三
期
四
期
は
微
動
も
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　

恐
ら
く
、
神
田
八
段
の
挑
戦
は
、
木
村
名
人
の
王
座
を
、
ゆ
り
動
か
す

唯
一
の
チ
ヤ
ン
ス
で
あ
ら
う
。

菊
池
寛
「
序
」（
加
藤
治
郎
『
将
棋
は
歩
か
ら
』
一
九
四
九
・
三
・
一
〇
、

唯
人
社
）

　

加
藤
治
郎
氏
は
、棋
士
中
の
異
彩
で
あ
る
。
加
藤
氏
の
棋
風
の
裏
に
は
、

教
養
と
学
問
が
あ
る
。

　

将
棋
学
と
云
ふ
も
の
が
、
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
が
、
将
棋
を

科
学
的
哲
学
的
に
解
釈
す
る
点
に
於
て
、
加
藤
氏
は
棋
士
中
第
一
人
者
で

あ
る
か
知
れ
な
い
。

　

私
は
、
加
藤
氏
か
ら
数
番
将
棋
を
教
は
つ
た
が
、
そ
の
説
明
に
は
、
他

の
棋
士
か
ら
は
聞
か
れ
な
い
や
う
な
創
意
と
新
鮮
味
が
あ
つ
た
。

　

今
度
、
加
藤
氏
は
歩
を
中
心
と
し
て
の
棋
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。

　

歩
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
加
藤
氏
が
十
数
年
に
亘
つ
て
、
心
血
を
注
い

だ
も
の
で
あ
る
。
歩
は
、将
棋
に
於
け
る
主
食
的
位
置
に
あ
る
。
飛
角
は
、

有
力
で
あ
る
が
双
方
わ
づ
か
に
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
他
の
駒
も
双
方
わ
づ

か
に
二
枚
で
あ
る
。
歩
は
、
九
枚
で
あ
る
。

　

い
か
に
、
九
枚
の
歩
が
棋
戦
の
大
勢
を
制
す
る
か
は
、
何
人
も
肯
定
す

る
所
で
あ
る
。
一
歩
の
有
無
、
損
失
は
勝
負
を
決
す
る
の
で
あ
る
。
歩
の

重
要
性
を
知
り
、
歩
の
使
用
法
を
知
る
こ
と
は
、
将
棋
を
知
り
、
将
棋
の

秘
訣
に
達
す
る
王
道
で
あ
る
と
云
ふ
て
も
い
ゝ
で
あ
ら
う
。

　

敗
戦
後
、
凡
て
の
物
は
栄
枯
盛
衰
が
烈
し
い
。
将
棋
丈
は
、
敗
戦
の
惨

苦
に
も
め
げ
ず
、
再
び
隆
盛
に
向
は
う
と
し
て
ゐ
る
。

　

こ
の
時
に
、
こ
の
好
著
を
得
た
の
は
、
欣
快
の
至
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

昭
和
二
十
三
年
二
月
八
日

菊
池
寛　

菊
池
寛
「
序
」（
倉
島
竹
二
郎
『
将
棋
太
平
記
』
一
九
四
九
・
五
・
一
、
日

東
出
版
社
、
一
～
二
頁
）

　

倉
島
君
は
将
棋
の
観
戦
記
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
本
来
は
三
田
出

身
の
文
学
者
で
あ
る
。
小
説
の
書
け
る
人
で
あ
る
。
将
棋
の
方
は
副
業
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
倉
島
君
が
今
度
、
本
来
の
面
目
を
発
揮
し
て
「
将

棋
太
平
記
」
を
書
い
た
こ
と
は
、
甚
だ
会
心
の
事
で
あ
る
。

　

天
保
、
弘
化
、
嘉
永
年
間
に
於
け
る
将
棋
界
は
、
現
代
に
劣
ら
ぬ
位
、

華
や
か
な
も
の
で
あ
つ
た
。
大
橋
、
伊
藤
家
元
派
の
勢
力
が
漸
く
衰
へ
、

天
野
宗
歩
が
野
に
在
つ
て
、
天
下
に
雄
視
し
て
ゐ
た
。
上
野
房
次
郎
、
の

ち
の
名
人
伊
藤
宗
印
が
、
家
元
派
の
勢
力
挽
回
を
期
し
て
、
ひ
そ
か
に
一

剣
を
磨
い
て
ゐ
る
。
そ
の
上
野
房
次
郎
を
斃
す
べ
く
、
町
人
棋
士
市
川
太

郎
松
が
苦
心
惨
憺
し
て
ゐ
た
。
倉
島
君
は
、
さ
う
し
た
事
件
を
扱
つ
て
、

い
は
ゆ
る
勝
負
の
世
界
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
ゐ
る
。
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剣
を
以
て
す
る
勝
負
の
世
界
は
、
す
で
に
時
代
お
く
れ
だ
が
、
勝
負
事

そ
の
も
の
は
我
々
に
と
つ
て
永
久
に
一
つ
の
ス
リ
ル
で
あ
る
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
小
説
が
「
夕
刊
み
や
こ
」
に
連
載
中
、
非
常
な
好
評

を
博
し
た
さ
う
で
あ
る
が
、や
ゝ
動
き
に
乏
し
い
将
棋
の
世
界
を
描
い
て
、

最
後
ま
で
読
者
を
引
張
つ
て
行
つ
た
倉
島
君
の
手
腕
は
推
奨
す
る
に
値
す

る
で
あ
ら
う
。
自
分
は
近
来
の
力
作
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

［
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
］

　


